
エレミヤ書　２章

׃רמֹֽאלֵילַ֥אֵהוָ֖היְ־רבַדְיהִ֥יְו2:1ַ

次のような主のことばが私にあった。

ֹכּרמֹ֗אלִֵםלַ֜שָׁוּריְ֙ינֵזְאָבְתָ֩ארָקָֽ וְךְלֹ֡ה2:2ָ ךְיִרַ֔וּענְדסֶחֶ֣ךְ֙לָיתִּרְכַ֤זָהוָ֔היְרמַ֣אָה֚

ֹלץרֶאֶ֖בְּרבָּ֔דְמִּבַּ֙ירַחֲאַךְתֵּ֤כְלֶךְיִתָ֑לֹוּלכְּתבַ֖הֲאַ ׃העָֽוּרזְא֥

「さあ、行ってエルサレムの人々に宣言せよ。『主はこう言われる。わたしは、あなたの若いころの真

実の愛、婚約時代の愛、種も蒔かれていなかった地、荒野でのわたしへの従順を覚えている。

ֹק2:3 העָ֛רָוּמשָׁ֔אְיֶוילָ֣כְאֹ־לכָּ]וֹת֑אָוּבתְּ[התאובתתישִׁ֖ארֵהוָ֔הילַל֙אֵרָשְׂיִשׁדֶ֤

ֹבתָּ פ׃הוָֽהיְ־םאֻנְםהֶ֖ילֵאֲא֥

イスラエルは主の聖なるもの、その収穫の初穂であった。これを食らう者はだれでも罰を受け、わざ

わいを被った。──主のことば──

ֹקעֲיַתיבֵּ֣הוָ֖היְ־רבַדְוּע֥מְש2:4ִׁ ׃לאֵֽרָשְׂיִתיבֵּ֥תוֹח֖פְּשְׁמִ־לכָֽוְב֑

ヤコブの家よ、イスラエルの家の全部族よ、主のことばを聞け。
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ֹכ2:5ּ ירֵ֥חֲאַוּכ֛לְיֵּֽוַילָ֑עָמֵוּק֖חֲרָיכִּ֥לוֶעָ֔֙יבִּםכֶ֥יתֵוֹבאֲוּא֨צְמָּ־המַהוָ֗היְרמַ֣אָ׀ה֣

׃וּלבָּֽהְיֶּוַלבֶהֶ֖הַ

主はこう言われる。あなたがたの先祖は、わたしにどんな不正を見つけたというのか。わたしから遠

く離れ、空しいものに従って行き、空しいものになってしまうとは。

ֹלו2:6ְ רבָּ֗דְמִּבַּוּנתָ֜אֹךְילִ֨וֹמּהַםיִרָ֑צְמִץרֶאֶ֣מֵוּנתָ֖אֹהלֶ֥עֲמַּהַהוָ֔היְה֣יֵּאַוּר֔מְאָא֣

ֹלץרֶאֶ֗בְּתוֶמָ֔לְצַוְה֣יָּצִץ֙רֶאֶ֙בְּה֙חָוּשׁוְהבָ֤רָעֲץרֶאֶ֨בְּ ֹלוְשׁיאִ֔הּ֙בָּרבַעָ֤־אֽ בשַׁ֥יָ־אֽ

׃םשָֽׁםדָ֖אָ

彼らはこう尋ねることさえしなかった。「主はどこにおられるのか。われわれをエジプトの地から上

らせた方、われわれに、あの荒野、穴だらけの荒れた地を、乾いた、死の陰の地、人も通らず、だれ

も住まない地を行かせた方は。」

ֹכאֱלֶלמֶ֔רְכַּהַץרֶאֶ֣־לאֶם֙כֶתְאֶאיבִ֤אָו2:7ָ ֹבתָּוַהּבָ֑וּטוְהּיָ֖רְפִּל֥ וּא֣מְּטַתְּוַוּ֙א֙

׃הבָֽעֵוֹתלְםתֶּ֖מְשַׂיתִ֥לָחֲנַוְיצִ֔רְאַ־תאֶ

わたしはあなたがたを、実り豊かな地に伴い、その良い実を食べさせた。ところが、あなたがたは

入って来て、わたしの地を汚し、わたしのゆずりの地を忌み嫌うべきものにした。
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ֹלםינִ֗הֲֹכּה2:8ַ ֹלה֙רָוֹתּהַישֵׂ֤פְתֹוְהוָ֔היְה֣יֵּאַוּ֙רמְאָֽא֤ יבִ֑וּעשְׁפָּ֣םיעִֹ֖רהָוְינִוּע֔דָיְא֣

ֹלירֵ֥חֲאַוְלעַבַּ֔בַוּא֣בְּנִם֙יאִיבִנְּהַוְ ׃וּכלָֽהָוּלעִ֖וֹי־אֽ

祭司たちは、「主はどこにおられるのか」と言うことがなく、律法を扱う者たちも、わたしを知らず、

牧者たちもわたしに背き、預言者たちはバアルによって預言し、役立たずのものに従って行った。

ֹעןכֵ֗ל2:9ָ ׃בירִֽאָםכֶ֖ינֵבְינֵ֥בְּ־תאֶוְהוָ֑היְ־םאֻנְםכֶ֖תְּאִבירִ֥אָד֛

それゆえ、わたしはなお、あなたがたと争う。──主のことば──また、あなたがたの子孫と争う。

ֹזכָּהתָ֖יְהָןהֵ֥וּא֕רְוּדאֹ֑מְוּנ֖נְוֹבּתְהִֽוְוּח֥לְשִׁרדָ֛קֵוְוּא֔רְוּם֙ייִּתִּכִי֤יֵּאִוּר֞בְעִיכ2:10ִּ֣ ׃תאֽ

キティムの島々に渡って、よく見よ。ケダルに人を遣わして見極めよ。このようなことがあったかど

うか、確かめよ。

ֹלהמָּהֵ֖וְםיהִ֔לֹאֱ֙יוֹגּרימִ֥יהֵה2:11ַ ׃ליעִֽוֹיאוֹל֥בְּוֹד֖וֹבכְּרימִ֥הֵימִּ֛עַוְםיהִ֑לֹאֱא֣

かつて、自分の神々を、神々でないものと取り替えた国民があっただろうか。ところが、わたしの民

は自分たちの栄光を役に立たないものと取り替えた。
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ֹש2:12ׁ ֹז־לעַםיִמַ֖שָׁוּמּ֥ ׃הוָֽהיְ־םאֻנְדאֹ֖מְוּב֥רְחָוּר֛עֲשַׂוְתא֑

天よ、このことに呆れ果てよ。おぞ気立て。涸れ果てよ。──主のことば──

ֹצחְלַםייִּ֗חַםיִמַ֣׀רוֹק֣מְוּב֜זְעָיתִ֨אֹימִּ֑עַהשָׂ֣עָתוֹע֖רָםיִתַּ֥שְׁ־יכ2:13ִּֽ תוֹר֔אֹבּם֙הֶלָב֤

׃םיִמָּֽהַוּלכִ֖יָ־אֹלרשֶׁ֥אֲםירִ֔בָּשְׁנִתֹ֙ראֹבּ

わたしの民は二つの悪を行った。いのちの水の泉であるわたしを捨て、多くの水溜めを自分たちのた

めに掘ったのだ。水を溜めることのできない、壊れた水溜めを。

׃זבַֽלָהיָ֥הָעַוּדּ֖מַאוּה֑תיִבַּ֖דילִ֥יְ־םאִלאֵ֔רָשְׂיִד֙בֶעֶ֙ה2:14ַ

イスラエルは奴隷なのか。それとも家に生まれたしもべなのか。なぜ、獲物にされたのか。

]וּת֖צְּנִ[התצנוירָ֥עָהמָּ֔שַׁלְוֹ֙צרְאַוּתישִׁ֤יָּוַםלָ֑וֹקוּנ֖תְנָםירִ֔פִכְוּג֣אֲשְׁיִו֙ילָע2:15ָ

׃בשֵֹֽׁיילִ֥בְּמִ

若獅子は彼に向かって吼えたけり、うなり声をあげて、その地を荒れ果てさせる。その町々は焼かれ

て、住む者がいなくなる。
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ֹקדְקָךְוּע֖רְיִ]סחֵ֑נְפַּחְתַ[]וְ[סנפחתוףנֹ֖־ינֵבְּ־םג2:16ַּ ׃דֽ

メンフィスとタフパンヘスの子らも、あなたの頭の頂を剃り上げる。

ֹז־אוֹלה2:17ֲ ׃ךְרֶדָּֽבַּךְכֵ֥ילִוֹמתעֵ֖בְּךְיִהַ֔לֹאֱהוָ֣היְ־תאֶךְ֙בֵזְעָךְלָּ֑־השֶׂעֲתַּתא֖

あなたの神、主があなたに道を進ませたとき、あなたが主を捨てたために、このことがあなたに起

こったのではないか。

רוּשּׁ֔אַךְרֶדֶ֣לְךְ֙לָּ־המַוּרוֹח֑שִׁימֵ֣תוֹתּ֖שְׁלִםיִרַ֔צְמִךְרֶדֶ֣לְךְ֙לָּ־המַהתָּ֗עַו2:18ְ

׃רהָֽנָימֵ֥תוֹתּ֖שְׁלִ

今、ナイル川の水を飲みにエジプトへの道に向かうとは、いったいどうしたことか。大河の水を飲み

にアッシリアへの道に向かうとは、いったいどうしたことか。

הוָ֣היְ־תאֶךְבֵ֖זְעָרמָ֔וָערַ֣־יכִּ֙יאִרְוּיעִ֤דְוּךְחֻ֔כִוֹתּךְ֙יִתַ֙וֹבשֻֽׁמְוּךְתֵ֗עָרָךְרֵ֣סְּיַת2:19ְּ

ֹלוְךְיִהָ֑לֹאֱ ׃תוֹאֽבָצְהוִ֖היְינָֹ֥דאֲ־םאֻנְךְיִלַ֔אֵ֙יתִדָּחְפַא֤

あなたの悪があなたを懲らしめ、あなたの背信があなたを責める。だから、知り、見極めよ。あなた

があなたの神、主を捨てて、わたしを恐れないのは、いかに悪く苦いことかを。──万軍の神、主の

ことば。
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ֹלירִ֖מְאֹתּוַךְיִתַֹ֔רסְוֹמ֙יתִּקְתַּ֙נִךְלֵּ֗עֻיתִּרְבַ֣שָׁםלָ֞וֹעמֵיכ2:20ִּ֣ יכִּ֣]רוֹב֑עֱאֶ[דבעאא֣

׃הנָֹֽזהעָֹ֥צתְּאַ֖ןנָ֔עֲרַץעֵ֣־לכָּת֙חַתַ֙וְההָֹ֗בגְּהעָ֞בְגִּ־לכָּ־לעַֽ

実に、遠い昔にあなたは自分のくびきを砕き、自分のかせを打ち砕いて、「私は仕えない」と言った。

まさしく、あなたはすべての高い丘の上や、青々と茂るあらゆる木の下で、寝そべって淫行を行って

いる。

׃היָּֽרִכְנָןפֶגֶּ֥הַירֵ֖וּסילִ֔תְּכְפַּ֣הְנֶךְ֙יאֵוְתמֶ֑אֱערַ֣ זֶהלֹּ֖כֻּקרֵֹ֔שׂךְיתִּ֣עְטַנְ֙יכִנֹאָֽו2:21ְ

わたしは、あなたをみな、純種の良いぶどうとして植えたのに、どうしてあなたは、わたしにとっ

て、質の悪い雑種のぶどうに変わってしまったのか。

׃הוִֽהיְינָֹ֥דאֲםאֻ֖נְינַ֔פָלְךְ֙נֵוֹעֲםתָּ֤כְנִתירִֹ֑בּךְלָ֖־יבִּרְתַוְרתֶנֶּ֔בַּ֙יסִבְּכַתְּ־םאִיכ2:22ִּ֤

たとえ、あなたが重曹で身を洗い、たくさんの灰汁を使っても、あなたの咎は、わたしの前に汚れた

ままだ。──神である主のことば──

ֹלירִ֞מְאֹתּךְיא2:23ֵ֣ ֹלם֙ילִעָבְּהַירֵ֤חֲאַיתִאמֵ֗טְנִא֣ יעִ֖דְּאיְגַּ֔בַּךְ֙כֵּרְדַיאִ֤רְיתִּכְלַ֔הָא֣

׃הָיכֶֽרָדְּתכֶרֶ֥שָׂמְהלָּ֖קַהרָ֥כְבִּתישִׂ֑עָהמֶ֣

どうしてあなたは、「私は汚れていない。バアルの神々に従わなかった」と言えるのか。谷の中での

あなたの行いを省み、自分が何をしたかを知れ。あなたは、あちらこちら道を走り回るすばやい雌の

らくだ。
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הנָּבֶ֑ישִׁיְימִ֣הּתָ֖נָאֲתַּחַוּר֔הפָ֣אֲשָׁ]הּ֙שָׁפְנַ[ושׁפנתוַּ֤אַבְּרבָּ֗דְמִדמֻּ֣לִ׀הרֶפ2:24ֶּ֣

ֹלהָ֙ישֶׁ֙קְבַמְ־לכָּ ׃הָנְוּאֽצָמְיִהּשָׁ֖דְחָבְּוּפעָ֔ייִא֣

また、欲情に息あえぐ荒野に慣れた野ろばだ。さかりのとき、だれがこれを制し得るだろう。これを

探す者は苦労しない。発情の月に見つけることができる。

אוֹל֕שׁאָ֔וֹנירִ֣מְאֹתּוַהאָ֑מְצִּמִ]ךְ נֵ֖וֹרגְ[]וּ[ךנרוגוףחֵ֔יָּמִךְ֙לֵגְרַיעִ֤נְמ2:25ִ

׃ךְלֵֽאֵםהֶ֥ירֵחֲאַוְםירִ֖זָיתִּבְהַ֥אָ־יכִּֽ

裸足にならないように、喉が渇かないようにせよ。しかし、あなたは言う。「あきらめられません。

他国の男たちが好きなので、私は彼らについて行きます」と。

ֹבכ2:26ְּ םהֶ֔ירֵשָֽׂם֙הֶיכֵלְמַהמָּהֵ֤לאֵ֑רָשְׂיִתיבֵּ֣וּשׁיבִֹ֖הןכֵּ֥אצֵ֔מָּיִיכִּ֣ב֙נָּגַּתשֶׁ֤

׃םהֶֽיאֵיבִנְוּםהֶ֖ינֵהֲֹכוְ

盗人が、見つかったときに恥を見るように、イスラエルの家も恥を見る。彼らの王たち、首長たち、

祭司たち、預言者たちも。
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ֹלוְףרֶעֹ֖ילַ֛אֵוּנ֥פָ־יכִּֽ]וּנתָּ֔דְלִיְ[ינתדליתְּאַ֣֙ןבֶאֶ֙לָוְהתָּאַ֗יבִאָ֣ץעֵ֜לָםירִ֨מְא2:27ֹ א֣

ֹים֙תָעָרָֽתעֵ֤בְוּםינִ֑פָ ׃וּנעֵֽישִׁוֹהוְהמָוּק֖וּר֔מְאֽ

彼らは木に向かって「あなたは私の父」、石に向かって「あなたは私を生んだ」と言っている。実に、

彼らはわたしに背を向け、顔を向けない。それなのに、わざわいのときには「立って、私たちを救っ

てください」と言う。

רפַּ֣סְמִיכִּ֚ךָתֶ֑עָרָתעֵ֣בְּךָוּע֖ישִׁוֹי־םאִוּמוּק֕יָךְלָּ֔תָישִׂ֣עָרשֶׁ֣אֲךָ֙יהֶ֙לֹאֱה֤יֵּאַו2:28ְ

ס׃הדָֽוּהיְךָיהֶ֖לֹאֱוּי֥הָךָירֶ֔עָ

では、あなたが造った神々はどこにいるのか。あなたのわざわいのときには彼らが立って救えばよ

い。ユダよ、あなたの神々はあなたの町の数ほどもいるではないか。

׃הוָֽהיְ־םאֻנְיבִּ֖םתֶּ֥עְשַׁפְּםכֶ֛לְּכֻּילָ֑אֵוּבירִ֖תָהמָּל2:29ָ֥

なぜ、あなたがたはわたしと争うのか。あなたがたはみな、わたしに背いてきた。──主のことば

──
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ֹלרסָ֖וּמםכֶ֔ינֵבְּ־תאֶיתִיכֵּ֣הִא֙וְשָּׁל2:30ַ היֵ֥רְאַכְּםכֶ֖יאֵיבִֽנְםכֶ֛בְּרְחַהלָ֧כְאָוּחקָ֑ לָא֣

׃תיחִֽשְׁמַ

わたしはあなたがたの子らを打ったが、無駄だった。彼らはその懲らしめを受け入れなかった。あな

たがたの剣は、食い滅ぼす獅子のように、あなたがたの預言者たちを食い尽くした。

היָ֑לְפֵּ֖אְמַץרֶאֶ֥םאִ֛לאֵ֔רָשְׂיִלְ֙יתִי֙יִהָרבָּ֤דְמִהֲהוָ֔היְ־רבַדְוּא֣רְם֙תֶּאַרוֹדּ֗ה2:31ַ

׃ךָילֶֽאֵדוֹע֖אוֹב֥נָ־אוֹלֽוּנדְרַ֔֙ימִּעַוּר֤מְאָעַוּדּ֜מַ

あなたがた、この時代の人々よ。主のことばに心せよ。わたしはイスラエルにとって荒野であったの

か。あるいは暗黒の地であったのか。なぜわたしの民は、「私たちは、さまよい歩きます。もうあな

たのところには行きません」と言うのか。

׃רפָּֽסְמִןיאֵ֥םימִ֖יָינִוּח֔כֵשְׁימִּ֣עַוְהָירֶ֑שֻּׁקִהלָּ֖כַּהּיָ֔דְעֶה֙לָוּתבְּחכַּ֤שְׁתִה2:32ֲ

おとめが自分の飾り物を、花嫁が自分の飾り帯を忘れるだろうか。しかし、わたしの民はわたしを忘

れた。その日数は数えきれない。
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]תְּדְמַּ֖לִ[יתדמלתוֹע֔רָהָ־תאֶםגַּ֣֙ןכֵלָהבָ֑הֲאַשׁקֵּ֣בַלְךְכֵּ֖רְדַּיבִטִ֥יתֵּ־המ2:33ַ

׃ךְיִכָֽרָדְּ־תאֶ

あなたが愛を求める方法は、なんと巧みなことか。そのようにして、あなたは悪い女にさえ、巧みに

自分の方法を教えたのだ。

ֹלםייִּ֑קִנְםינִ֖וֹיבְאֶתוֹשׁ֥פְנַםדַּ֛וּא֔צְמְנִךְ֙יִפַ֙נָכְבִּםג2:34ַּ֤ יכִּ֥םיתִ֖אצָמְתרֶתֶּ֥חְמַּבַ־אֽ

׃הלֶּאֵֽ־לכָּ־לעַ

あなたの裾に見つかるのは、咎なき貧しい人たちの、いのちの血。彼らが押し入るのを、あなたが見

たわけでもないのに。しかも、これらすべてのことにもかかわらず、

ֹתּו2:35ַ ֹלךְרֵ֖מְאָ־לעַךְתָ֔וֹאטפָּ֣שְׁנִ֙ינִנְהִינִּמֶּ֑מִוֹפּ֖אַבשָׁ֥ךְאַ֛יתִיקֵּ֔נִיכִּ֣֙ירִמְאֽ א֥

׃יתִאטָֽחָ

あなたは言う。「私は潔白だ。確かに、御怒りは私から去った」と。あなたが「私は罪を犯してはい

ない」と言うので、今、わたしはあなたをさばく。
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ֹבּ־רשֶׁאֲכַּישִׁוֹב֔תֵּם֙יִרַ֙צְמִּמִםגַּ֤ךְכֵּ֑רְדַּ־תאֶתוֹנּ֣שַׁלְדאֹ֖מְילִ֥זְתֵּ־המ2:36ַ תְּשְׁ֖

׃רוּשּֽׁאַמֵ

あなたはなんと簡単に自分の道を変えることか。アッシリアによって恥を見たのと同様に、あなたは

エジプトによっても恥を見る。

ֹלוְךְיִחַ֔טַבְמִבְּה֙וָֹהיְסאַ֤מָ־יכִּֽךְשֵׁ֑אֹר־לעַךְיִדַ֖יָוְיאִ֔צְתֵּֽה֙זֶתאֵ֥מֵםג2:37ַּ֣ יחִילִ֖צְתַא֥

׃םהֶֽלָ

そこからも、あなたは両手を頭に置いて出て来るだろう。主が、あなたの拠り頼むものを退けられる

ので、あなたが彼らによって栄えることは決してない。
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